
中期経営計画 
（2021年度～2023年度） 

「夢を叶える信用金庫」 



金庫が果たすべき
使命 

ステークホルダーとの深いエンゲージメントを通じて 
地域の繁栄と発展に寄与する 

だいしんブランドを確立し、夢の実現を支える信用金庫 ビジョン 

基本戦略 

エンゲージメント先数 

の増加 

1人当たり利益 

4.0百万円以上 

自己資本額 

1,400億円 
重点目標 

1.課題解決によるお客様・地域との 
リレーションシップ（絆）の強化 

2.収益の多様化と効率経営による 
サステナブル（持続可能）な経営基盤づくり 

3.役職員の育成とモチベーション（意欲）を
高め、生産性の向上を図る 

基本戦略
2 

基本戦略
１ 

基本戦略
3 

中期経営計画「夢を叶える信用金庫」 
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1.課題解決によるお客様・地域とのリレーションシップ（絆）の強化 

・お客様の課題解決や夢の実現を支えることでお客様と金庫のリレーションシップ（絆）を強化する。 
・地域繁栄のために課題の解決や社会貢献により地域社会とのリレーションシップを強化する。 

エンゲージ
メント先数
の増加 

事業承継に
よる地元企
業の存続 

創業支援に
よる地元企
業の増加 

人材雇用 
支援による
企業の成長 

取引先へ
の安定した
資金供給 

伴走型 

支援による
事業再生 

ＳＤＧｓへ
の取組み 

社会への
貢献 

■コンサルティング機能の充実 
 
 取引先への資金繰り支援 
 with／afterコロナへの取組支援 
 だいしん総合研究所との連携強化 
 外部ネットワークの拡充・活用 
 伴走型による廃業支援、再生支援 

具体的戦略① 

■地域社会への貢献 
 
 SDGsへの取組み 
 社会貢献活動の充実 
 自治体、地元大学・企業との連携 
 ＤＸやＢＣＰ体制での貢献 

具体的戦略② 
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２.収益の多様化と効率経営によるサステナブル（持続可能）な経営基盤づくり 

・貸出金利息収入以外の多様な収入源を確保し、安定的な収益を確保する。 
・職員の意識改革により費用対効果を見直し、収益を生み出しやすい体質をつくる。 
・安定的な収益を確保し、自己資本を高め、金庫の持続的な成長を目指す。 

■営業体制の強化 
 
 新たな商品、サービスの企画開発 
 安定的な資金運用 
 本部サポートによる業務負担の軽減 
 多様なチャネルへの対応 

具体的戦略① 

■経営基盤の強化 
 
 経費の節減 
 店舗網の最適化 
 内部管理態勢の強化 
 ブランド力の向上 

具体的戦略② 

営業体制
の 

強化 

経営基盤
の 
強化 

自己資本額 
1,400億円 

 新サービスによる手数料収入 
 相談業務の収益化 
 業務の本部集中 
 事務効率（ペーパーレス、印鑑レス） 
 リモート相談、アプリ活用 
 ＰＲ、情報発信能力 

 不要な業務、商品の見直し 
 店舗機能の見直し、再配置 
 リスク管理態勢、コンプライアンス態勢、ＢＣＰ対策 
 マネロン・テロ資金供与対策の強化 
 不良債権の抑制、管理 
 分散した本部機能の連携強化 
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３.役職員の育成とモチベーション（意欲）を高め、生産性の向上を図る 

・役職員の専門性を高め、幅広いプロフェッショナルな人材を育成するための整備をする。 
・働きがいのある職場づくりによって職員のモチベーション（意欲）を高める。 
・モチベーションの向上とシステム投資による業務改革によって生産性の向上を図る。 

自己資本額 
1400億円 

■人材の育成 
 e-ラーニングの活用 
 全役職員をマイスターに 
 チャレンジマインドの育成 
 外部人材の登用 

具体的戦略① 

■働きがいのある職場 
 健康経営の実践・流布 
 ホワイト５００の継続 
 貢献度に応じた評価・収入 
 有給休暇の取得支援 
 時間外労働の削減 

具体的戦略② 

■システム投資 
 業務の自動化・省力化 
 DXの取組み 
 外部との連携 

具体的戦略③ 

育成支援・制度 

環境の整備 

2020年度 2023年度 

1人当たり当期純利益（百万円） 

2.9百万円 

4.0百万円 

UP 
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デジタル化 


